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受賞題目：「原始太陽系進化の解明への岩石鉱物学的アプローチ」 

受賞理由 

 木村 眞会員は学生時代より一貫して隕石研究を進め，名実と

もに日本の隕石学の草分けであるとともに，国際的にも極めて高

い評価を得る業績を挙げてきた。木村会員自身による詳細かつ系

統的な岩石鉱物学的記載に基づき，さらに同位体，微量元素分析，

鉱物微細組織，実験岩石学等の国内外の研究者との共同研究を行

うことにより，原始太陽系進化の物質科学的な解明が進められて

いる。 
以下に，近年の研究を中心にその具体的内容を記す。  

1) 難揮発性包有物の研究 
難揮発性包有物は太陽系最初期の物質と考えられているもので

ある。木村会員は多くの人が研究する炭素質コンドライトのみな

らず，普通コンドライトやエンスタタイト・コンドライト中の包

有物を研究し，それらに共通の特徴があることを見出した。この

ことは，難揮発性包有物は原始太陽系において形成された後，そ

れぞれのコンドライトが形成された場(あるいはステージ)に運ば

れ，母天体に取り込まれたことを意味し，原始惑星系円盤の物質

進化にきわめて重要な制約を与えた。木村会員はさらに，特異な

場で形成された CHコンドライト中の包有物の酸素同位体や微量

元素測定をおこない，包有物の同位体的研究の先鞭をつけた。 
2) 新鉱物の発見 

CHコンドライト中の難揮発性包有物から新鉱物クシロアイト 
(CaAl2SiO6)を発見した。主要鉱物である輝石グループに属する新

鉱物の発見であるだけでなく，太陽系初期に非平衡結晶化により

それが晶出するメルトが存在することを示した。 
3) 炭素質コンドライトの二次的作用の研究 
炭素質コンドライトは始源的天体由来と考えられがちであるが，

母天体における変質作用が顕著であることを系統的に示した。母

天体における変質作用は，微惑星における水の存在とその量の推

定にきわめて重要であり，一連の研究は，惑星形成論に対しても

重要な知見を与えている。 
4) エクロジャイト的岩片の研究 
隕石から初めてエクロジャイト的鉱物組み合せの岩片を発見し，

その温度圧力条件を推定した。隕石母天体は一般に圧力指標とな

る鉱物が存在しないことから，そのサイズ推定が困難であるが，

木村会員の発見したエクロジャイト的岩片は 3-4 GPaを示し，従来

考えられていたよりはるかに大きなサイズの天体である可能性を

示している。ショック起源である可能性は棄却されていないが，

本研究は隕石母天体の多様性について新たな知見を与えた。 
5) エンスタタイト・コンドライトの研究 
エンスタタイト・コンドライトは極端に還元的な鉱物からなり，

その形成条件や熱史の解明がきわめて困難であるが，木村会員は

シリカ鉱物の多形から，低温から高温にわたる変成作用の有無を

見分けることができることを示した。さらに鉱物・同位体などの

研究から，難揮発性包有物が普通コンドライトや炭素質コンドラ

イトと同じ性質を持つのに対し，コンドルール自体が極端な還元

環境で形成されたことを明らかにし，初期太陽系における物質形

成・移動過程に重要な制約を与えた。さらに一部には融解するほ

ど高温を経験したものがあることを見いだすなど，多様な情報を

引き出すことが可能なことを示した。 
6) 衝撃変成作用の研究 
木村会員は，隕石にみられる衝撃変成作用を世界にさきがけて

系統的に研究し，衝撃の強さ，そこから推定される物理や天体の性

質を衝撃実験なども含め明らかにした。隕石研究は形成の温度圧

力条件などの旧来の静的な研究から，天体形成メカニズムや原始

惑星系円盤中の物質移動などの動的過程に研究の先端が向かって

おり，木村氏の研究は天体形成に関わる動的過程の研究の先鞭を

つけた。 
7) 隕石の分類学的研究 
木村会員らは，きわめてコンドルールに富み普通コンドライト

のようでありながら，酸素同位体がCVとCOに類似する新種の炭素

質コンドライトを発見し，コンドライトにはさらなる多様性が存

在する可能性を示した。これとは別に，広く用いられるケイ酸塩

鉱物の指標による分類あるいは熱変成作用に対し，不透明鉱物に

よる指標を提案した。 
以上のように木村眞会員は，あらゆる隕石について徹底した岩

石鉱物学的研究をおこない，個々の熱史，形成条件を解明すると

ともに，母天体における各種の動的過程，原始惑星系円盤におけ

る物質の形成・移動過程というマクロな動的過程について多くの

重要な知見を与えてきた。国際隕石学会のフェローにも既に選出

されており，隕石学の分野では国際的にきわめて高い評価を得て

いることに加え，鉱物学岩石学の知見を駆使した惑星科学の研究

に，より大きな貢献を積み重ねていることは特筆に値する。これ

らの研究成果により，木村 眞会員は日本鉱物科学会賞受賞候補者

としてふさわしいと判断される。 
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